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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・1月22日（日）（公財）ヤマト福祉財団助成事
業として「発達障害者による発達障害者のため
のWRAPミニ講座」、「学校教育の“常識”をと
らえなおす WING SCHOOL校長先生と発達障
害者らを囲む座談会」を熊本市内で開催しまし
た

・1月20日（金）熊本県発達障害当事者会Little 
bitとの共催事業として、関東での当事者活動を
長年行っているゲストの方々を招き歓迎定例会
を開催しました

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2023年1月22日（日）13：30～14：30頃 熊本市障がい者福祉センター希望荘 大ホール

「発達障害者による発達障害者のためのWRAPミニ講座」を開催しました

今年度当団体では、公益財団法人ヤマト福祉財団障がい者福祉助
成金事業として、発達障害者にとって行いやすいWRAPを考える
事業を行ってきました。WRAPはアメリカ発祥の精神障害当事者
等が自身の権利を知って守り、調子よく生活するために、自分で
自分の体調変化のサインに気づいたり、行った方が良いことを実
行したりすることで、自分らしく生活を送るためのツールとなる
ものです。
年間を通して議論を重ね、昨年12月には冊子『発達障害者のた
めのWRAP®BOOK―枠組みの構築―」を発行しました。その実
践として、発達障害当事者の特性を考慮したWRAPのファシリ
テート・受講者からのフィードバックをいただく機会とするため
ミニ講座を行いました。
ファシリテーター“こうもりん”より発達障害の当事者視点での説
明があり、“しま”からは自身がファシリテーターを行う時に感じ
ることがある「もやもや」ごと参加者のみなさまと共有する形で
進行させていただきました。
熊本でWRAP講座が行われるのは久しぶりのことでもありました。
ファシリテーターによってクラスに特色がありますが、その中で
も特色が大きく出たクラスだったかと思います。
今後もご指摘をいただきながら発達障害を主軸テーマとした
WRAP講座の開催を模索しますので、ぜひご協力、ご参加くださ
い。

足元の悪い中、ま
たとても寒い日で
もありましたが、
会場ではホットな
対話が展開されま
した！
ご参加のみなさま
ありがとうござい
ました。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
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☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

裏面「WRAPミニ講座」の後、オルタナティブ教育を考える座談
会を開催しました。
はじめに「学校サバイバー（生存者）のお立場として、高森明さ
んに話題提供をいただきました。高森さんは発達障害等に関する
研究者であり、また発達障害当事者活動を20年以上行われてい
る私たちの大先輩でもあります。沢山のエッセンスをいただきま
したが、そのひとつは「多様な子どもが共生しつつ、多様な学び
方を実現するような教育のあり方は可能なのか」というものでし
た。本来多様な子どもを何かの基準を設けて分離し、特別なニー
ズのある子だとする。それは分けられた子どもたち双方の育ちの
不利益になるだけでなく、私たち大人も「インクルーシブ教育か、
特別支援教育か」とい
った分かりやすい図式
の思考に陥る危険性を
孕むものではないでし
ょうか。
熊本市でフリースクー
ルをつくられた田上善
浩校長先生からは、ス
ライドでWING
SCHOOLの様子を示さ
れながら、その理念、
今後の理想として公教
育がどうあるべきか等
々お話いただきました。
さらに、発達障害、精
神障害当事者のお立場
のゲスト、水野かえるさんと山田悠平さんからも、ご自身の経験
や当事者活動を通して出会ってきた方々のことを丁寧にコメント
いただきました。
それらを受け、参加者の方々からは率直なご質問の他、ご自身の
体験もご共有いただき、それぞれが深く頷かれていました。
短い時間で語りきれなかった部分もありましたので、今後もこの
ような場を設けたいと思います。
とても寒い日、また足元の悪い中時間をやや超過しての開催で
あったにもかかわらず、最後までご参加いただいたみなさまあり
がとうございました！

1月20日（金）18:30～22:00

熊本県発達障害当事者会Little bit共催事業
として「歓迎定例会」を開催しました

今年度、発達障害者と①WRAP②精神
医療③仕事観に関する冊子を発行しま
した。当団体ホームページ、SNS等で
ご案内しております。お申込みの方に
郵送いたします（送料別）。お気軽に
お問い合わせください。

報告
2023年1月22日（日）14：30～17：00頃 熊本市障がい者福祉センター希望荘 大ホール

「学校教育の“常識”をとらえなおす オルタナティブ教育を考える
WING SCHOOL校長先生と発達障害者らを囲む座談会」を開催しました

熊本市内の会場で、毎月2回
以上当事者会定例会を開催して
いる熊本県発達障害当事者会
Little bitが、平日に行う定例会
を今回“歓迎定例会”と位置付け、
東京で長年当事者活動を行われ
ているお二方を招いての会を開
催し、当団体は共催として一緒
に運営しました。

14名ものご参加があり、全員で話す「テーマトー
ク」のコーナーでは、"精神障害と発達障害の違いを
どう考えているか"というゲストの方ならではの視点
もいただき、活発な意見交換が行われました。
「職場での人間関係」に関するお話では、それぞれ
のメンバーが自分の体験をもとにさまざまなアイ
ディアを出し合いました。
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